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B.ピ ウス ツ キ蝋 管 の録 音 内容

言 語 ・ 音 楽 班*

 B・ピウスツキが録音 した蟷管65本 が昭和58年7月4日 に北海道大学応用電気研究

所に運ばれて来てから,ピ ウスツキ総合科研言語 ・音楽班が結成され,最 終的な聴解

作業が昭和61年3月29日 に終 るまでのピゥスッキ蝋管の録音内容に関する聴解作業の

過程とその成果をここに報告する。

 文字がなく話 し手もごくわずかしか残っていない言語,カ ラフ トアイヌ語が録音さ

れているというピウスッキ蝋管がようや く北海道大学の応用電気研究所に運び込まれ

てきたのは,昭 和58年7月4日 であった。この貴重な音声資料が日本へ送 られてきた

理由は,科 学技術の最先端を行 く日本でこの レコー ドを再生すること,ア イヌ語の専

門家が多 くいる日本でその録音内容の解析を行うことの2つ であった。

 まず,昭 和58年7月 末の第1回 試聴会では,蟷 管の保存状態が比較的良いものを8

本選んで,作 動 トランスによる一種の触針式方法で再生 したテープを聴いた。その時

の印象は,か なり雑音がひどいアイヌ語 らしい人の音声が聞こえる,と いう程度であ

った。 しか し,80年 も昔にサハ リンで録音 した レコー ドが再生されて,今 わたしたち

の耳に音声として聞こえてくるというのは画期的なことであった。その後,北 海道大

学応用電気研究所では朝倉利光氏,伊 福部達氏,岩 井俊昭氏を中心に,種 々の方法に

よる再生が試みられたが,最 終的な再生テープの決定版が昭和60年 に完成されるまで,

再生されたカセットテープは以下の通 りである。但 し,Tは テープ番号, A, Bは テ

ープの面,番 号は蟻管ナンバーを示す。蝋管ナンバーは朝倉利光氏がつけたものであ

るが,詳 しくは参考文献(16)を 参照のこと。

再 生 テ ー プ

Tl 作動 トランスによる触針式再生 8本 58年10月 入手

*ピ ウスツキ総合科研,言 語 ・音楽班 メンバ ー(五 十音順)

 浅井 亨(富 山大),池 上二良(札 幌大),大 島 稔(小 樽商科大),萱 野 茂(二 風谷 アイヌ

 文化資料館),切 替英雄(北 海道大),佐 藤知巳(北 海道大),谷 本一之(北 海道教育大),田 村

 すず子(早 稲 田大),中 川 裕(千 葉大),萩 中美枝(日 本口承文芸学会),藤 村久和(北 海学

 園大),村 崎恭子(北 海道大)
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   AO,7,12,18,26,28,29,31

    再 生 作 業 は,蝋 管1本 につ き8時 間 か か る

T2 加速 度 セ ンサ ー利 用 に よる 触針 式 再 生 35本 59年1月 入手

   A43,0,49,6,30,34,35,36,37,39,29,20,22,23,7,28,27

   B25,26,24,39,40,44,46,57,26,28,29,36,34,7,0,12,18,22

    再 生 作 業 は,蝋 管1本 につ き2分 か か る

T3 ス パ ック処 理 に よ る再 生 21本 59年2月 入 手

   A26,28,29,36,34,43,0,49,7,12

   Bl8,20,22,27,24,30,57,35,40,..,48

    雑 音 は か な り除 去 さ れ るが,無 声 子 音 が き きに くくな る

T4 B&K加 速 度 セ ンサ ー利 用 に よ る再 生 11本59年3月 入手

   A26,28,29,36,34,43,0,49,7,12,18

    T2と 音 質 は殆 ど変 らな い

T5 触 針 式,原 音,加 速 度 セ ンサ ー利 用 21本59年11月24日 入 手

   Al,2,6,7,8,10,11,12,13,17

   B18,19,20,22,23,24,25,26,27,28,29

T6 触 針 式,原 音,加 速 度 セ ンサ ー利 用 27本 59年11月24日 入手

   A30,32,33,34,35,36,37,39,40,42,43

   B44,1 ,48,49,57,0

T7 触 針 式,原 音,加 速 度 セ ンサ ー利 用(抜 粋) 22本 59年11月24日 入手

   A12,17,18,22,25,26,27,28,29,30

   B34,35,36,39,40,43,44,48,49,57,0

T8 光 学 式再 生 20本 59年11月24日 入手

   A4,5,9,10,14,15,16,21,31,38

   B41,45,47,49,50,51,52,53,54,55

T9 光 学式 再 生 7本 59年11月24日 入 手

   A  56,57,58,59,60,61,62

T10触 針式 再 生 に よ る決 定 版 オ0デ ィオ ピッ クア ップ針 圧109

   A1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11

   Bl2,13,14,15,16,17,18,19,20,21,23

TlI触 針 式再 生 に よ る決 定 版 オ0デ ィオ ピ ックア ップ 針圧109

   A24,25,26,27,28,29,30,31,32,33,34

208



言語 ・音楽班  B.ピ ウスツキ蝋管の録音内容

   8  35,36,37,38,39,40,42,43,44,45,46

Tl2-A触 針 式 再 生 に よ る 決 定 版 オ ー デ ィ オ ピ ッ ク ア ッ プ 針 圧109

     47,48,49,57,0

Tl2-B 光 学 式 再 生 に よ る 決 定 版 レ ー ザ ー ビ ー ム 反 射 法,ビ ー ム 直 径80μm

    O,5,9,10,14,15,16,21,31,38

Tl3 光 学 式 再 生 に よ る 決 定 版 レ ー ザ ー ビ ー ム 反 射 法,ビ ー ム 直 径80μm

   A41,45,47,49,50,51,52,53,54,55,

   B56,57,58,59,60,61,62

 T10,TlI,Tl2,T13の4本 は す べ て60年6月 入 手

 これら種々の方法によって再生 されたテープを聞いて,そ の内容解明をするという

ことが,わ たしたちの使命であったが,工 学的処理を駆使 した多大の努力にもかかわ

らず,80年 も昔に最古の録音機によって録音された蝋管レコー ドの再生音は,か なり

雑音がひどく,さ らに録音されているアイヌ語の方言が,現 在では話 し手が絶えつつ

ある珍 しい方言であることなどから,カ ラフ ト方言を専門に研究 している者にも,な

かなか聞き取れない始末であった。それで,わ たしたちが次に行 ったのは,北 海道の

各地に住んでいるカラフ トアイヌの古老の方 々をたずねて,そ の協力を得 るというこ

とであった。

 この目的で,ピ ウスッキ北方資料研究会の言語 ・音楽班が結成され,フ ィール ドワ

ークその他の資金をつくるために放送文化基金に 「樺太アイヌ語音声 ・映像資料の記

録 と保存」 という研究題目で,援 助を申請 し,幸 運にも援助をえて,59年 の1月 から,

樺太アイヌ古老の方々をたずねて再生テープを聞いてもらう,そ して同時に樺太アイ

ヌ語に関する音声映像資料を収集するという活動を開始 した。

 その結果,樺 太西海岸のライチシカ方言のすばらしい話 し手,浅 井タケさんにめ ぐ

りあうことができ,多 くのことを教えて頂いた。浅井タケさんは明治34年(1901年)

樺太西海岸オタスフコタンに生まれ,幼 少の頃ライチシカに移り住んでいたが,戦 後

北海道 に引き揚げて来て現在は日高門別の特別養護老人ホームに住んでいるおばあさ

んである。また,浅 井タケさんよりも少 し若い世代のカラフトアイヌの方々にも集ま

って頂き,一 緒に蝋管を聞いて頂いた。これが,昭 和59年5月 に北海道の芽室で4日

間行った 「樺太アイヌ古老との合宿」であった。

 これと並行 して,個 別にフィール ドワークを行 ったり,有 志による 「蝋管試聴会」

を北海道大学の村崎研究室で行 ったり,蝋 管のラベルの解読作業を行 ったりした。
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 これ らの成 果 は,昭 和60年9月 に北 海 道 大 学 で 開催 され た 国 際 シ ンポ ジ ウム 「B.

ピ ウス ッ キ蝋 管 と ア イ ヌ文 化 」 に お いて発 表 され て い る。

 一 方,ピ ウス ツ キ総合 科 研(加 藤 九 詐代 表)の 研究 プ ロ ジェ ク トも最 終段 階 に かか

り,言 語 ・音 楽 班 と して は,最 終 的 に再 生 され た テ ー プの 決定 版(TlO, Tll, Tl2,

T13)を 基 に した,蝋 管63本 分 全部 の網 羅 的 な聴 解 作 業 を 行 う必 要 が あ った。

 しか し,イ ンフ ォ ーマ ン トチ ェ ック,個 々 の聞 き取 り作 業,参 考 資 料 の チ ェ ックな

ど,ど れ一 つ を と って み て も,中 途 半 端 で 報告 を 出せ る状 態 で は なか った 。 い ろ い ろ

検 討 した結 果,現 時 点 で わ か る限 りの 成 果 を ま とめ て報 告 書 と して ま とめ る こ とに し

た。

 そ れ で,昭 和61年3月5日 か ら8日 ま で,東 京 の 早稲 田大 学 田村 研 究 室 で 北 海道 方

言 を 中心 に,同 期 間 に札 幌 の北 海 道 大 学村 崎研 究 室 で樺 太 方 言 を 中心 に聞 き取 り作 業

を行 い,両 方 の 結 果 の ま とめ を,昭 和61年3月26日 か ら29日 ま で札 幌 で行 う こ とに し

た。 この最 終 的 聴 解 作 業 の参 加 者 は以 下 の 通 りで あ る。 また,こ の 際使 用 した テー プ

は,前 述 のT10,T11,Tl2,Tl3の4本 で あ る。

61年3月5日 一8日

 早 大 班:田 村,萱 野,中 川,ア シスタ ン ト3名

 北 大 班:村 崎,浅 井,大 島,切 替,佐 藤

61年3月26日 一29日

 総括 会:村 崎,浅 井,田 村,大 島,切 替,佐 藤,津 曲,萩 中,谷 本,小 谷,黒 田

 このような経過を経てまとめたのが,以 下の 「ピウスツキ蝋管の録音内容」である。

従って,こ の報告は言語 ・音楽班のメンバーが可能な限り協力 して蝋管聴解作業に参

加 して行 った結果のまとめであって,最 終的に完結 した結果ではない。例えば,25,

27,36な どの蝋管については,そ の意味は全 く判らないが,あ えて書 くとすればこう

いうようになるかもしれないという程度の転写である。今後さらに研究が進んで,よ

り真実に近い内容解明がされることを期待する。

 ここでこの作業に携わって気がついた点を述べると,最 初に期待 していたアイヌ語

資料の他に日本の謡や民謡,ポ ーランド語の歌などが含まれていたこと,録 音されて

いるもののジャンルを判定するのが種々の理由で困難であったが,再 生テープをよく

聞くと録音の始めにアイヌ語で,こ れから何 を演奏するかが語 られており,こ れが

ジャンルの判定に大きな手掛かりとなったこと,中 には演者の名前(例 えばNo.38

Ramante)が 紹介 されているものがあり,興 味深いことにその名前がピウスツキの
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「アイ ヌ資 料」(参 考 文献(1))に 出て い る名 前 と同一 で あ った こ と,北 海道 方 言 の聞

き取 りが比 較 的良 くで き た の は,同 種 の テ キス トが 知 られ て い る場 合 が あ った こ とや

北 海道,沙 流 方 言 の話 し手 で あ りア イ ヌ研究 者 で あ る萱 野 茂 氏 が言 語 ・音 楽班 の メ ン

バ ー と して協 力 して下 さ っ た こ とな どの 理 由 によ る こ と,こ れ に比 べ て樺太 方 言 は,

前述 した通 りそ の話 し手 が ほ とん ど皆 無 で,数 少 な い イ ンフ ォー マ ン トも再 生 テ ー プ

を き いて す ぐ一 字一 句 聞 き取 れ た の は ヤ イカ テ カ ラな どわ ず か で あ った こ と,な ど で

あ る。

 ま た,蝋 管 一 本 の所 要 時 間 は約2分 半 で あ るが,一 本 中 に作 品 が複 数 録 音 され て い

る もの もあ った し,一 つ の作 品 が途 中で 切 れ て い るの もあ った 。 音声 の 状 態 は,最 良

の 工 学 的処 理 に もか か わ らず,雑 音 が多 く非 常 に悪 か った 。

 以 下 に,録 音 され て い る作 品 の地 域 別,ジ ャ ンル別 分 類 と こ こで定 め た ジ ャ ンル の

簡 単 な解 説 を付 す 。

蝋管に録音されている作品の分類

 1. 北海道方言の作品

     カムイ ユカ ラ(神 謡)

     ウポポ(坐 り歌)

     シノッチャ(宴 歌)

     カムイノミ(神 の祈 り)

     ヤイサマ(恋 歌)

     イノンノッカ(子 守歌)

     ウパ ラパ クテ(言 葉遊び)

 2. 樺太方言の作品

     ハゥキ(英 雄詞曲)

     オィナ(神 謡)

     ヘチレハ ゥ(踊 り歌)

     ヤィカテカラ(恋 歌)

     イフンケ(子 守歌)

     レクフカラ(喉 鳴らし)

     チポハ ゥ(舟 漕ぎ歌)

     サケシノホチャ(宴 歌)

     ユーカラ(歌)

(19篇)

6篇

 4

 3

 1

 3

 1

 1

(53篇)

15

 5

 3

 7

 2

 5

 1

 1

 4
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     トンコリ(五 弦琴)      3

     トゥス(巫 術)       5

     ウチャシクマ(昔 話)    1

     不明のもの         1

 3. 日本語の作品         (4篇)

 4. スラヴ語の作品        (3篇)

 ジャンルについては,研 究者によって分類が違 ったり,同 じジャンルに属すると思

われ るものでも地方によっては呼び名が異なったりして,い ろいろ難 しい問題がある

が,こ こでは樺太アイヌの作品について定めたジャンルについて,簡 単に説明するに

止める。

樺太アイヌ語の作品のジャンル

 ハ ゥキ    人間の英雄を主人公にした叙事詩で,北 海道のアイヌユカラに相

         当するもの。能のような調子で,掛 け声のような問の手は時々入

         っても,リ フレインは必ず しもない。全般的に一本調子で,オ ィ

         ナほどメロディーがないのが特徴である。

 オィナ     比較的短い神謡で,北 海道のカムイユカラに相当する。特徴とし

         ては,リ フレインが入ることである。

 ヘチレハ ゥ   踊りの時に歌う歌で,男 の踏舞の歌は,特 にイコアシと呼ばれる。

 ヤィカテカラ  女が女同士で歌 う恋の歌。男に対する恋慕の情だけではなく怨み

         つらみも発散させて歌う。

 イフンケ    子守歌。

 レクフカラ   喉鳴 らし。樺太アイヌ特有のもので,鳥 の声などを真似てヨ0デ

         ルのような声を互いに共鳴させなが ら,複 数の女たちが興 じる遊

         び。

 チポハゥ   舟を漕ぐ時の歌。

 サケシノホチャ お酒の場所で歌 う歌。これは宗教的な色彩が濃い。

 ユーカラ    樺太アイヌ語では,一 般的に 「歌」の意味。

 トンコリ   樺太アイヌ特有の楽器で,長 さ80セ ンチ前後の五弦琴。

 トゥス     シャーマンが トランスに入 った時の祈 りの言葉。

 ウチャシクマ  ー定の形式 もなく散文で語 られる昔話。
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 たまたま,カ ラフ トアイヌ語を専攻 していた村崎が共同研究のまとめ役に当たった

が,こ のような貴重な最古の音声資料の発見から,そ の入手,国 際的かつ学際的研究

協力体制の実現,そ してまがりなりにもその成果報告にいたるまで何とかこぎつけた

のも,共 同研究の賜物と,つ くづ く思 う。 ピウスッキ総合科研を組織 して下さった方

々,蝋 管の工学的処理をして下さった方々,カ ラフ トアイヌ古老の方々,言 語 ・音楽

班の中で種々雑多な仕事を手伝 って下さった方々,多 大の援助を頂いた文部省学術局,

財団法人放送文化基金,日 本IBM,そ の他この蝋管の研究を助けて下さった一般の

方々に,心 か ら感謝する次第である。

 文 献(樺 太 ア イ ヌ語 関係)

(1)  PIZ  SUDSKI, Bronislaw 
   1912 Materials for the Study of the Ainu Language and Folklore, Cracow.

(2)金 田一京助 ・山辺安之助

  1913 『あいぬ物語』博文館。

(3)金 田一京助

  1914 『北嬢夷古謡遺篇』郷土研究社。

④ 知里真志保

  1942 「アイ ヌ語法研究一樺太方言を中心 として」『樺太庁博物館報告』。

(5)知 里真志保

  1943 「樺太 アイヌ語植物語彙(一)」 『樺太 庁博物館報告』。

(6)知 里真志保

  1943 「樺太 アイヌにおける人体関係語彙」『樺太庁博物館報告』。

(7)知 里真志保
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凡 例

1A欄 は作 品 の 地 方 名 で あ る。

2B欄 は作 品 の 演 者 の性 別 と人 数 で,人 数 につ いて 特 に言 及 しな い場 合 は,演 者 を

一 入 と断定 した もの で あ る。

3C欄 は作 品 の ジ ャ ンル 名 で あ る。 ジ ャ ンル 名 は ま ず,地 方 の別 な く区分 で き る大

分 類 を,英 雄 詞 曲,神 謡,子 守 歌,踊 り歌,即 興歌,喉 な ら し,昔 話,巫 術,器 楽

演 奏 と し,各 地 方 の具 体 的 な ジ ャ ンル が定 め られ る場 合 は,そ の 地方 で呼 ばれ て い

る名 称 を()に 入 れ て 示 した 。

但 し,ジ ャ ンル 名 は,次 の 通 りで あ る。

一 般 的 ジ ャ ンル 名 地 方 別 呼 称

英 雄 詞 曲 北 海道 の ユ ー カ ラ,樺 太 のハ ゥキ

神 謡 北 海 道 の カ ム イユ カ ラ,樺 太 の オ ィナ

子守 歌 イ フ ンケ,北 海 道 の イ ヨ ンノ ッカ

踊 り歌 北 海道 の ウポ ポ,タ プカ ラ,エ カ シ シノ ッチ ャ,

樺 太 の ヘ チ レ,イ コア シ

即興 歌 サ ケ ハ ウ,北 海 道 の ヤ ィサ マ,イ ヨハ ィオ チ シ,

樺 太 の ヤ ィカ テ カ ラ,シ ノ ホチ ャ

喉 な ら し 樺太 の レク フカ ラ

昔 話 樺太 の ウチ ャ シクマ

巫術 トゥス

器 楽 演 奏 樺 太 の トンコ リ

な お,A,B,C欄 につ いて は,61年3月 の総 括 会 で意 見 の 一致 を見 た事 項 だ け

記 入 し,異 論 が あ る場 合 は 空欄 に した 。

4D欄 は 時 間 の 表示 で,通 常 の ス ピー ドで テ ー プ レコ ーダ ーを 回 した 時 の全 体 の録

音 時間 を ス トップ ウ ォ ッチ で計 測 して示 した。 即 ち,蝋 管 の 回転 音 が 聞 こえ 始 め た

時点 か ら,そ の 回転 音 の止 む ま での 時 間 で あ る。

この時 間 を 計 測 し表示 した の は,後 で の テ キ ス ト分 析 が 容 易 にな るよ うに との配

慮 か らで あ る。

5E欄 に は,作 品 の テ キス ト,コ メ ン トお よ び楽 譜 が記 され て い る。

214



言語 ・音楽班  B.ピ ウスツキ蝋管 の録音内容

テ キス トに つ い て

1)聞 き取 りの程 度 は,完 全 に意 味 ま で分 か る もの か ら,意 味 は不 明 だ が 一応 この

 よ うに聞 き取 れ る とい う程 度 ま で ま ち ま ち だが,皆 の合 意 で 聞 き取 った 語 形 を左

 欄 に書 き,そ れ に対 応 す る意 味 が わ か る場 合 に は右欄 に あ るい は括 弧 に入 れ て そ

 の 日本 語 を書 い た 。

2) 聞 き取 れ た語 形 の 箇所 を示 す た め に,時 間 の計 測 で きた もの に は何 分 何 秒 と示

 して あ る 。例 え ば,1'5"は1分5秒 の 意 味 で あ る。

3)表 記法 は,ロ ー マ字 と カタ カナ を 併 記 した 。 例,rekuhkaraレ ク フカ ラ,

 tonkoriト ン コ リ,kamuy yukarカ ム イユ カ ラ

4) ロ0マ 字 の 長 音 は,:やaaな ど と表 記 して い る。

5) (?)は 疑 わ しい語 形 。

6) (A)は,あ るか な いか 1,し な か うた語 形 で あ る。

7) A(～B)は,AかBか 一 致 しな か った もの を表 す 。

8) A(～B～q)は,AかBかCか 一一致 しな か った もの を表 す 。

9)聞 き取 りが 出 来 な か った部 分 を 点 線 で示 す こ とが あ る。 実線 は,メ ロデ ィ ーの

 単 位,韻 文 の行(verse)を 示 す。

楽譜について

1) 聞き取れる断片的な旋律のおおよその骨組だけを示 している。

  なお,よ り詳 しい楽譜は製作中である。

2) 音高は絶対音高ではなく,記 譜 しやすいように移高している。

3)全 ての曲は,モ ダラ0ト 程度のテンポなので,個 々の曲にその指示を与えてい

 ない。
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No.1

 A,

 B.女 性

 G.神 謡

 D、2'31"(1'20"頃 か ら比 較 的 明瞭 とな る。)

 E.(萱 野) 神 謡 の よ うに聞 こえ る。 サ ケ へ は 「トゥ トゥ クサ ポtutuk sapo」 。 ポ

  イヤ ウ ンペ が子 供 の時 に カ ッ コ ウ とヤマ バ トに育 て られ る話 で は な い か。

   (田村 ・中川)神 謡 で は な い か。 サケ へは 確認 で きな い。

   (浅 井)ene okayと い う句 が 聞 きと れ る。

       エ ネ オ カ イ

No,2

 A.

 B.女 性

 C.

 D.2'32"

 E.(萱 野)子 守 歌 ま た は ウ ポ ポ に聞 こえ る。 「ア プカ トパ ホー」 とい う 言 葉 が 聞

  き取 れ る。

   (田村)神 謡 で も英 雄 詞 曲 で もな い。 ウポポ で もな い よ うな気 が す る。 即 興 歌

  か も しれ な い。

   (中川)何 種類 か別 の もの が入 って い る よ うな気 が す る。

   (浅 井)初 頭 の部 分 は男性 の踊 り歌(タ プカ ラ,又 は エ カ シシ ノ ッチ ャ)か と

  思 われ,終 りの方 は踊 り歌(ウ ポ ポ)か と思 わ れ る。

   (谷本) 中 間 部分 は子 守 歌。
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No.3

 A.

 B.(萱 野 ・中川) 男性 。 (田 村) 女 性 か も しれ な い。

 C.

 D.2'32"

 E.

No.4

 A.

 B.男 性

 C.冒 頭 か ら1'10"ま で は即 興 歌(サ ケ ハ ゥ)

 D.2'28"

 E.(田 村) 後半 は 同0人 物 が 演 ず る別 の作 品 に変 わ る。

No.5

 A.

 B.女 性

 C.

 D.2'35"

 E.(萱 野)「 バ ッタハ ーhattaha:」 とい う言 葉 が 聞 こえ る。 子 守 歌 で は な い か?・

   (村 崎) 樺 太 の もの で はな い。

No.6

 A.(田 村) 2(D参 照)は 北 海道 南 部 。 (萱 野 ・田村 ・中川) 3は 北 海 道 南 部

 B.女 性

 C.2は 神 謡,3は 踊 り歌(ウ ポ ポ)

 D.2'32"(三 部 に分 か れ る。1は0'00"～0'19",2は0'21"～2'06",3は2'06"

  ～2'32"o)

 E.1.(萱 野 ・田村 ・中川)神 謡 で は な い。 数 の 勘 定 の 仕 方 か遊 び 歌 か も しれ な

  い。

   (谷本) 最 後 の 音 が 上 が って い るの で 神 謡 で は な い。

   (大 島 ・佐 藤) 冒頭 の一 部(hancikisani amateハ ンチ キ サニ アマ テ)は,

  美 幌 の菊 地 股 吉 氏 の伝 承 され るチ カ プオ ィ ナ(下 記 参 照,大 島 の聞 き と りに よ る。)

  と同 一 で あ る思 わ れ る。
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hancikisani amate piyo wenutuwa

ハ ン チ キ サ ニ ア マ テ ピー ヨ ウ ェ ヌ トゥ ワ

haciri kasa kanki itanini kasi oma

ハ チ リ カ サ カ ン キ イ タ ニ ニ カ シ オ マ

kikucin kayokayo kokiriri

キ ク 手 ン カ ヨ カ ヨ コ キ リ リ

 2.(谷 本) サ ケ へ のhancikikiハ ンチ キ キ は,行 の あ とに付 い て い るの で あ

ろ う。

 (萱 野 ・田村 ・中 川) テ キス トは以 下 の 通 り。

01 hancikiki

  ハ ンチ キ キ

02sine amam pus hancikiki        米 の ひ と房 を

  シネ ア マ ム プ シ ハ ンチ キ キ

.03(ci)puikare hancikiki          私 は倉 か ら落 ζ し

  (チ)ブ イ カ レ ハ ンチ キ キ

04iway sintoko hancikiki          六 っ の シ ン トコを

  イ ワ ィ シ ン トコ ハ ンチ キ キ

05rot coraye hancikiki           上 座 に据 え て

   ロ ッ チ ョラ イ ェ ハ ンチ キ キ

06iruka ne kor hancikiki          や や す る と

   イ ル カ ネ コ ロ ハ ンチ キ キ

07tonoto hura hancikiki          酒 の 香 り

   トノ ト フ ラ ハ ンチ キ キ

08sake hura hancikiki            お神 酒 の香 りが

   サ ケ フ ラ  ハ ンチ キ キ

09cise onnay hancikiki          家 の 中 に

   チ セ オ ンナ ィ ハ ンチ キ キ
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  10 etusnatki(hancikiki)

    エ ト ゥ シ ナ ッ キ (ハ ン チ キ キ)

  lI kamuy e rusuy pe hancikiki

    カ ム イ ェ ル ス ィ ペ ハ ンチ キ キ

  12 sone kusu hancikiki

    ソ ネ ク ス ハ ン チ キ キ

  13 iruka ne kor hancikiki

    イル カ 『ネ コ ロ ハ ン チ キ キ

  14kamuy utar hancikiki

    カ ム イ ゥ タ ラ ハ ン チ キ キ

  15 aske a:uk hancikiki

    ア シケ ア0ウ ク ハ ン チ キ キ

  16 ahancikiki

    a ハ ン チ キ キ

  17 a

    a

  l8 nei koraci hancikiki

    ネ イ コ ラ チ ハ ンチ キ キ

  19 ciarpare kor(carpare kor)hancikiki

    チ ア ラパ レ コ ロ (チ ャ ラパ レ コ ロ)

 20 eyami okkayo hancikiki

    エ ヤ ミ オ クカ ヨ ハ ン チ キ キ

 21 tapkar tapkar hancikiki

    タ ブ カ ラ タ プ カ ラ ハ ン チ キ キ

 22soywasamor

    ソ ィ ワ サ モ ロ

 23 0siraypa hancikiki

    オ シ ラ ィパ ハ ン チ キ キ

 24sine nisew num

    シ 不  ニ セ ゥ ヌ ム

 25 ekupa hine(hancikiki)

    エ ク パ ヒ ネ (ハ ン チ キ キ)

満ち溢れた

神の食べたいもの

本当にそうなので

ややすると

神々を

私は招待した

   同様に

   なると(?)

ハ ンチキキ

   カケスの男が

   タプカ ラを行い

   外へ

   出て行った

   ひと粒の ドングリを

   くわえて
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26(、ake。,)。m。,e h。n。ikiki

  (サ ケ オ ロ) オ マ レ ハ ンチ キ キ

27 newaanpe

  ネ ワ ァ ン ペ

28kamuy opitta

  カ ム ィ オ ピ ッタ

29euminare hancikiki

  エ ウ ミ ナ レ ハ ン チ キ キ

30 tap sirkihi

  タ ブ シ リキ ヒ

31 paskur okkayo

  パ シク ル オ クカ ヨ

32 nukar(a)nukar hancikiki

  ヌ カ ラ(a) ヌ カ ラ ハ ン チ キ キ

33 tapkar tapkar

  タ プカ ラ タ プカ ラ

34soywasamor

  ソ ィ ワ サ モ ロ

35 0siraye hancikiki

  オ シ ラ イ ェ ハ ン チ キ キ

36 sine si taktak

  シ ネ シ タ クタ ク

37 ekupa hine hancikiki

  エ ク パ ヒ ネ ハ ン チ キ キ

38sake or omare

  サ ケ オ ロ オ マ レ

39 newaanpe

  ネ ワ ァ ン ペ

40kamuy opitta

  カ ム ィ オ ピ ッタ

41 (ru)ska hine hancikiki

  (ル)シ カ ヒ ネ ハ ン チ キ キ
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 (酒の中に)入 れた

 それを

 神々はみな

 笑い合 った

 その様子を

 カラスの男が

 見て,見 て

 タプカラを行い

 外へと

 出て行 った

 ひと粒の糞の塊を

 くわえて

 酒の中1と入れた

 それを

 神 々はみな

 怒って

0
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  42 wey sakayo

    ウ ェ イ サ カ ヨ

  43ceomare hancikiki

    チ ェ オ マ レ ハ ンチ キ キ

  44 paskur okkayo hancikiki

    パ シ ク ル オ ク カ ヨ ハ ン チ キ キ

  45 a:rakotata

    ア ー ラ コ タ タ

  46 a:rakota???

    ア ー ラ コ タ???

  47(こ の 部 分 の み 語 り)arayke wa isam

    ア ラ ィ ケ ワ イ サ ム

大喧嘩が

起こった

カラスの男は

無茶苦茶に叩かれ

無茶苦茶に叩かれ.(?)

殺されてしまった。

 3.(萱 野 ・田 村 ・中 川) テ キ ス トは 以 下 の 通 り。

Ol Ayoro u:howao:kotan

  ア ヨ ロ ウ ー ホ ワ オ ー コ タ ン

02 mimtar howao:kasi

  ミ ムタ ラ ホ ワ オ ー カ シ

03 0sinot howao:ranke

  オ シ ノ ッ ホ ワ オ ー ラ ン ケ ー

04 kaye i=howao:kaye

  カ イ ェ イ ー ホ ワ オ ー カ イ ェ ー

05 Ayoro u:howao:kot_

  ア ヨ ロ ウ ー ホ ワ オ ー コ ッ…

アヨロ村

広場の上で

いつも遊ぶ

(意味不明)

アヨロむ…
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No.7

A.北 海 道 南 部

B.男 性

C.神 謡

D.2'30"

E.テ キ ス トは 以 下 の 通 り。

 Ol anu ne hi anak tusunapanu

    ア ヌ ネ ピ ア ナ ク トゥ ス ナ パ ヌ

 02 ne hi kusu tusunapanu

    ネ ヒ グ ス  トゥ ス ナ パ ヌ

 03 ?tusunapanu

    ? ト ゥ ス ナ パ ヌ

 04 inkar kusu tusunapanu

    イ ン カ ラ ク ス  ト ゥ ス ナ パ ヌ

 05 earpa ayne tusunapanu

    エ ァ ラバ ァ イ ネ ト ゥ ス ナ パ ヌ

 06 eossike un tusunapanu

    エ オ シ シ ケ ウ ン ト ゥス ナ パ ヌ

 07pone kewre hum as tusunapanu

    ポ ネ ケ ゥ レ フ ム ア シ ト ゥ ス ナ パ ヌ

 08 eossike un tusunapanu

    エ オ シ シ ケ ウ ン, ト ゥス ナ パ ヌ

09kane kik hum as tusunapanu

    カ ネ キ ク フ ム ア シ ト ゥス ナ パ ヌ

 10 tus anakne tusunapanu

    ト ゥ シ ア ナ クネ ト ゥ ス ナ パ ヌ

ll h・yn・ku・utu・up・p・n旦
.

    ハ イ ネ ク ス ト ゥ ス ナ パ 女
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一 で あ る こ と は

であるから

よく聞け

お前が行 くうち

お前の腹の内側へ

骨を削る音がする

腹の中ぺは

鉄をたた く音がする

このなわは

いらぐさなので



言語 ・音楽班  B.ピ ウスツキ蝋管の録音内容

   12』eka wa hay sar hetuku tusunapanu     お前 の 上 へ い ら ぐさ が生 え

      エ カ ワ ハ イ サ ラ ヘ トゥ ク トゥス ナパ ヌ

   130p nit anak tusunapanu         鈷 の柄 は

      オ ブ ニ ッ ア ナ ク トゥス ナパ ヌ

   14siwri ne kusu tusunapanu         シュ ウ リな の で

      シ ゥ リ ネ クス  トゥス ナパ ヌ

   15eka wa siwri tay etuku tusunapanu     お 前 の上 ヘ シ ュ ウ リが                                                 生 え る

      エ カ ワ シ ゥ リ タ ィ エ トゥク トゥス ナパ ヌ

   16tane yakne tusunapanu          そ うな る と

      タ ネ ヤ クネ  トゥス ナパ ヌ

   17pe ka eosipus� wa tusunapanu       お前 は 水 の上 に浮 か ん で

      ペ カ エ オ シプス ワ トゥス ナパ ヌ

   18ekesinne tusunapanu           あ ち らこ ち らヘ

      エケ シ ンネ トゥス ナパ ヌ

   19emom ayne tusunapanu          お前 は流 れ

      エモ ム ァ イネ トゥス ナパ ヌ

   20Sisirmuka tusunapanu           沙 流川 の

      シシ リム カ トゥス ナパ ヌ

   21sanoputu un tusunapanu         そ の河 口ヘ

      サ ノ プ トゥ ウ ン トゥス ナパ ヌ

   22 ekoyyanke yak tusunapanu         漂着 す るな ら

      エ コ イ ヤ ンケ ヤ ク トゥス ナパ ヌ

   23erawe kusu tusunapanu          お前 の希 望 で

      エ ラ ウ ェ クス トゥス ナパ ヌ

   24eki p ne kusu tusunapanu         お前 が す る ので

      エ キ プ ネ クス トゥス ナ パ ヌ

   25usa seta tusunapanu           い ろ いろ な犬

      ウサ セタ トゥス ナパ ヌ

   26usa paskur tusunapanu          .4・ろ い うな鳥

      ウサ パ シク ル トゥス ナパ ヌ

   27uwekarpa wa tusunapanu         集 ま って来 て

      ウ ゥェ カ ラバ ワ トゥス ナパ ヌ
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・28eka un osoma kor tusunapanu       お前 の上 へ 糞 を して

   エ カ ウ ン オ ソマ コ ロ トゥス ナパ ヌ

29ae wa isam nankon na tusunapanu    お前 は食 わ れ て しま う

                                               で あ ろ う   ア エ ワ イサ
ム ナ ンコ ン ナ トゥス ナパ ヌ

30 eramuay sekor tusunapanu         覚 え て い ろ,と

   ヱ ラム ア イ セ コ ロ トゥス ナパ ヌ

31'Okikurmi tusunapanu           オ キ クル ミが

   オ キ ク ル ミ トゥス ナパ ヌ

32haweoka kor tusunapanu         そ う言 いな が ら

   ハ ゥ ェオ カ コ ロ トゥス ナパ ヌ

33tus tuytektek tusunapanu         なわ を切 った

   トゥ シ トゥ ィテ クテ ク トゥス ナパ ヌ

34tane korka tusunapanu          そ うで は あ った が

   タ ネ コ ロカ  トゥス ナパ ヌ

35aynu itak tusunapanu           ア イ ヌ の言 葉 に

   ア イヌ イタ ク トゥス ナパ ヌ

36ne wa an pe tusunapanu        何 ほ ど の事 が あ る もの か

   ネ ワ ア ン ペ トゥス ナ パ ヌ

37yaynuan kusu tusunapanu         そ う思 いな が ら

   ヤ イ ヌ ア ン クス トゥス ナパ ヌ

38tu rawke mina tusunapanu        二 つ の ふ くみ笑 い

   トゥ ラ ゥケ ミナ トゥス ナパ ヌ

39re rawke mina tusunapanu        三 つ のふ くみ笑 いを

   レ ラ ゥケ ミナ トゥス ナパ ヌ

1 ,auwesuye tusunapanu          私 は しな が ら

   ア ウ ウ ェス イ ェ トゥス ナパ ヌ

41arpaan a wa tusunapanu         、私 が行 くと

   ア ラバ ア ン ア ワ トゥス ナパ ヌ

42arpaan tek kor tusunapanu        少 し行 く と

   ア ラバ ア ン テ ク コ ロ トゥス ナパ ヌ

43sesek rera tusunapanu         . な ま あた た か い風

   セ セ ク レ ラ トゥス ナパ ヌ
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   44 sesek rera tusunapanu

      セ セ ク レ ラ トゥ ス ナ パ ヌ

   45 ikokara tusunapanu

      イ コ カ ラ ト ゥ ス ナ パ ヌ

   46 arpa ka koaskay pe ka aosipusu tusunapanu

      ア ラパ カ コ ァ シ カ イ ペ カ,ア オ シ プ ス

   47 aynu itak tusunapanu

      ア イ ヌ イ タ ク ト ゥ ス ナ パ ヌ

   48ne kuni aramu wa tusunapanu

      ネ ク ニ ア ラ ム ワ ト ゥ ス ナ パ ヌ

   49 sonnq Poka tusunapanu

      ソ ン ノ ポ カ トゥ ス ナ パ ヌ

   50 aossike un'tusunapanu

      ア オ シ シ ケ ウ ン トゥ ス ナ パ ヌ

   51 kane kik_tusunapanu

      カ ネ キ ク… ト ゥ ス ナ パ ヌ

暑 い風が

私にからまり

行 くことも出来な くなった
          水面へ出て
トゥスナパヌ

(たかが)ア イヌの言葉

だと思っていた ら

本当にも

私の腹へは

鉄をたたく…

No.8

A.

B.女 性
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 C,

 D.2'30"

 E.(萱 野) 即 興 歌(ヤ ィサ マ)の よ う に も聞 こえ る。

   (田 村 ・中川) 歌

No.9

 A.

 B.女 性

 C.

 D.2'30"

 E.(萱 野) 「オ ッホ ール ッフ,オ ッホ ヘ ー」 「オ ール ル ル,ハ オ ー,ハ オ,オ ール

  ル,ハ オ ー,ハ オ… 」 と聞 こえ る。

   (田 村 ・中川) 冒頭 か ら1'10"ま で ホ ロ ル セ(舌 先 を 震 わ せ て 出す 音)が 聞

  こえ る。1'10"か ら最 後 ま で は前 半 と同 じ声 の よ うに 聞 こえ るが,何 だか わ か ら

  な い。

   (谷 本) メ ロデ ィ ーは子 守 歌 。

No.10

 A.

 B.

 C.

 D.2'40"

 E.(萱 野) 子 守 歌。 「ア ウ ワハ フ… ア ウ ワハ フ… ア ウ ワハ フ… 」 と聞 こえ る。 男

  の 声 の よ うに も聞 こえ る。

   (田 村 ・中川) 男 性 。声 が聞 こえ て 節 が つ い て い る。 しか し言 葉 は聞 き取 れ な

  い 。
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   (切 替) 0'55"で 男 性 の声 が 聞 こえ る。

No. ll

 A.

 B.女 性

 C.

 D.2'28"

 E.(萱 野) イ ヨハ ィオ チ シの よ うに 聞 こえ る。 半 分 か ら後 は子 守 歌 み た いだ 。

   (田 村 ・中川) 冒頭 か ら1'45"ま で は イ ヨハ ィオ チ シ。1'10"あ た りで笑 い声

  が 聞 こえ る。 後半 は歌 だが,言 葉 は わ か らな い。

   (大 島)笑 い声 とho hoホ ホ と あ り,yaysamaヤ ィ サ マ と き こえ る。 後

  半 の歌 はNo,5の 後 半 の歌 に似 て い る。

   (萩 中)hoho!ホ ホ!と 言 って い る少 しあ との 方 にyaysamaヤ ィサマ と

  聞 こ え る よ うな気 がす る。

No.12

 A.樺 太

 B.一 人 か 二人,あ る い は三 人 で あ る。 女性 と思 われ る。(村 崎)②(E参 照)で

  音 の高 さ に3通 りあ るので,演 者 は三 人 で は な いか 。

 C.喉 鳴 ら し(レ ク フカ ラ)

 D.2'28"

 E.(萱 野 ・田村 ・中川)0'05"に 「rekuhkaraレ ク フカ ラPPP」 とい う声 。

   6"  rekuhkara'ankihci(レ ク フカ ラを や ろ う)

       レク フカ ラ ア ンキ ヒチ

   7"①(h)o:'o

       オ オ オ

   ～   (h)o:'uの3種 類 の音 声 単 位 が掛 け合 いで く り返 され て い る。

       オオ ウ

  41"   (h)e:'u

       エ エ ウ

       この単 位 が全 体 で約32回 で あ る。

  41"② (rohoho:あ る いはohoho:)とehoho:の3種 類 の 音声 単 位 の くり

   ～   ロホ ホ ー     オ ホ ホ ー  エホ ホ ー

   51"  返 し,こ の 単 位 が全 体 で約14回 。
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   52"

   ～  休 止

   59"

   59"③horuroとhoriroが く り返 され て い る。

       ホル ロ  ホ リロ

   ～   herure heheと な る こ と もあ る(浅 井)。

       ヘル レ  ヘ へ

  2'03"  (rに 舌先 の ふ る え が 聞 こえ る時 泰 あ る)

       この 単 位 が 全体 で約63回 。

  2'03"

   ～  休 止

  2'09"

  2'09"④upao:とupae:を 二 人 が か け合 って,第3番 目の人 がupauと 問

   ～   ウパ オ ー ウパ エ ー                  ウパ ウ

  2'28"  に入 って い る。

No.13

 A.樺 太

 B.男 性

 C.(浅 井 ・大 島 ・切 替 ・佐 藤 ・村 崎) 英 雄 詞 曲(ハ ゥキ)

 D.2'25"

 E.(田 村 ・中川)何 か 歌 を 歌 って い る。言 葉 は聞 き とれ な い。

   0"

   2"  hawki'an kusu(ハ ゥ キを や ります)

       ハ ゥキ ァ ン ク ス

   33"

   ～  ろ う管 の キ ズの 音 と声 が 同 時 に 聞 こえ る。

   41"

  2'25" 終 了

No.14

 A.

 B.男 性
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C.

D.2/21"

E.(田 村) 日本 民 謡 の よ うな単 調 な メ ロデ ィー の繰 り返 し。 歌詞 は 聞 きとれ な い 。

  (浅 井 ・大 島 ・切 替 ・佐 藤 ・村 崎) 0'00"よ り,メ ロデ ィ ーの つ い た声 。1'54"

 ろ う管 の キ ズ に よ る と思 わ れ る音 と,声 が 同 時 に 聞 こ え る。

  (浅井 タ ケ) 舟 漕 ぎ歌(チ ポハ ゥ)だ ろ う。

  (谷本)No.17と 同 じメ ロデ ィー。 即 興 歌(ヤ ィカ テ カ ラ)ら しい 。

No.15

 A.

 B.男 性(二 ～ 三 人)。

 C.(浅 井 タ ケ)踊 り歌(イ コア シ)。

 D.2'32"

 E.5個 の音 声 資 料 が 録 音 さ れ る。(① ～ ⑤)

   0"

  19"  声 が入 る

  41"①hemakaヘ マ カ(終 り)

  1'07"② hemaka(a)ヘ マ カ(ア) (終 り)

  1'21"③

  1'27"④(機 械 の 音 か?)

  2'32"⑤ 終 了

  ④ には

   omare e ekarakara… …omare e.omare.e e(～ye)karakara '

   オ マ レ エ エ カ ラカ ラ… … オマ レ エ オ マ レ エ エ(イ ェ)カ ラカ ラ

  と い う音 声 が 聞 こえ る 。

   (萱 野)喉 鳴 ら しで はな い か 。 ④ 以 下 に 「オ マ レタ ラ ホ ック ム ホ ッ クム

  ホ ックム」 と 聞 こえ る。
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   (田村 ・中川)① の後 に掛 合 の よ うな も のが 続 く。2'00"か ら掛 け声 開 始 。

   (谷本)樺 太 西 海岸 。 ④ 以 下 にpon hekaci heciri etukuma kara he karakara。

  ⑤ の部 分 は,タ プ カ ラ風 な掛 け声 を ふ ・くん だtonkori heciri。

No.16

 A.樺 太

 B.女 性 二,三 人 。

 C.喉 鳴 ら し(レ ク フカ ラ)

 D.2'22"

 E.(萱 野) 踊 りの声 で は な い か。 「ホ ック ン ホ ック ン ホ ック ン ホ ック ン」

  と聞 こえ る。

   0"

   2"  rekuhkara'an kusu (レ ク フカ ラを や ります)と 聞 こえ る(村 崎)

       レク フカ ラ ア ン クス

       an kusuの み 聞 こえ る(浅 井)

       ア ン クス

       音 声 は,hou(h)oとhauoを 交 互 に く り返 して い る と思 わ れ る。

           ホ ゥ(ホ)オ ハ ゥォ

       hou(h)o

       ホ ウ(ホ)オ

       hauo

       (ハ ウオ)

       が120向 前 後 くり返 され る。

  2'22" 終 了

No.17

 A.樺 太

 B.

 C.即 興 歌(ヤ ィカ テ カ ラ)、

 D.2'19"

 E・0'02"にtani yaykatekara'an(kusu) (これ か ら ヤ ィカ テカ ラ を します)。

        タ ニ ヤ ィカ テ カ ラア ン (ク ス)

  0'07"歌 唱 開始 。No.14と 同 じメ ロデ ィ ー。
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No.18

 A.樺 太

 B.男 性

  C.                          竜

 D.1'56"

  E.

     0"  tanto(somoni?)

           タ ン ト ソモ ニ

           hemama hemama

           ヘ マ マ  ヘ マ マ

           iroo okay toko(～etoko)ta

           イ ロー オ カ イ トコ(～ エ トコ) タ

           Sarani(んSO ani)tara ani

           サ ラニ(～ ソ ア ニ) タ ラ ア ニ

           irumi renkayne

           イル ミ レ ンカ イ ネ

           saranih(ne)an kara

           サ ラニ ヒ(ネ) ア ン カ ラ 、

           saranip ne an kara    ・'

           サ ラニ プ ネ ア ン カ ラ

     10"  yasumi an ike ta(～a keta～anita)

           ヤ ス ミ アニ ケ タ (～ ア ケタ ～ ア ニ タ)

           cisap(～sisak)an amare wa

           チ サ プ(～ シサ ク) ア ン ァ マ レ ワ

           Otasut  wenpe

           オ タ ス ッ  ウ ェ ンペ

           saranih wente

           サ ラニ ヒ ウエ ンテ

           yaykupapa kupapa(～yayhupapa hupapa)

           ヤ ィクパ パ  クパ パ (ヤ ィフパ パ  フパノぐ)

           yayciw koh kupapa hupapa

           ヤ ィチ ゥ コ ホ クパ パ1フ パ パ   ・ ,
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   28"            emuyke

         ……(3秒 間)… … エ ム ィケ

         … … emuyke

         … … エ ム ィケ

   32"    rera(～ 蜜eera)as kane(～kanμe)sapan～

         レラ(～ レー ラ) ア シ カ ネ(～ カ ンネ) サパ ン

         … …urenk・r・ka(～uwenk・r・ka)

            ウ レ ンコ ロカ(～ ウ ウェ ンコ ロカ)

   41"        1      (メ ロデ ィー)

                  ( 〃. )

   49"  tani hemaka (も う終 わ り)

        タ ニ ヘマ カ

   52"   ,oya haw,ankii kusu,iki(～,an kusu,iki～'an kii siriki)

        オ ヤ ハ ゥ ア ンキ ー クス イ キ(～ ア ン クス イ キ～ ア ン キ

         シ リキ) (別 な謡 いを や りま す)

   53"               (メ ロデ ィー)

                  (メ ロデ ィ0)

  1'06"- tani hemaka(hemaka yanかa)(も う終 わ り)

        タ ニ ヘ マ カ(ヘ マ カ ヤ ン)

        hawki'an (ハ ウキ を や ります)

        ハ ゥ キ ア ン

        a

        ア

        anene cancanke

        ア ネ ネ チ ャ ンチ ャ ンケ

        hemaka (終 わ り)

        ヘ マ カ

  1'26"  回転 ム ラに よ る高 音化

  1'45"  nahteh hemaka

        ナ ハ テ ヘ ヘ マ カ (こ れ で終 り)
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       tani hemakare(演 者 で は な い別 の 女 性 の声 で)(も う終 り)

       タ ニ ヘマ カ レ

  1'56"  メ ロデ ィ ーが始 ま りか けて た だ ち に終 了。

   (田村) 3行 目冒頭 はiroo okkaypoと も 聞 こえ る。

No.19

 A.樺 太

 B.

 C.ト ン コ リ演 奏

 D.2'22"

 E.

   0"  tonkori'an kusu (ト ンコ リを 弾 きま す)

       トンコ リア ン クス

   5"  演 奏 開始

  2'06"  hemaka,an (終 わ り ます)

       ヘマ カァ ン

No.20

 A.樺 太

 B.男 性

 C.英 雄 詞 曲(ハ ゥキ)

 D.2'27"

 E.(萱 野) サ ケ ハ ゥの よ うに も,カ ム ィオ ロィ タ クら し くも聞 こ え る。

   (田 村 ・中川) サ ケ ハ ゥで は な いで あ ろ う。 挨 拶か 祈 りの 歌 い方 で あ る。 言葉

  は聞 き取 れ な い。

   (浅井 ・大 島 ・切 替 ・佐 藤 ・村 崎) 6"hawki'an kusuハ ゥキ ア ン クス(ハ
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  ウキを や りま す),43"5連 目にyaykoreskeヤ ィ コ レ シケ と聞 こえ る。

No.21

 A.樺 太

 B.女 性 一 人

 C.神 謡(オ ィ ナ)

 D.2'32"

 E.

   5"  'oyna'an kusu (オ ィナ をや りま す)

      ,オ ィナ ア ン ク ス

   12" ,声 が聞 こえ 始 め る。kuuoreク ー オ レ{～kaa(w)oriカ ーオ(ウ ォ＼リ

       ～ waa(W)oriワ ー オ(ウ ォ)リ}

  1'08"  リフ レイ ンを 伴 う部 分 が終 了 。

  1'30"  リフ レイ ンを伴 わ な い,節 の つ い た語 りが始 ま る。

  2'17"  ncc manu ネ ー マ ヌ

  2'21"  hemakaヘ マ カ(終 わ り)。 hemakaヘ マ カ(終 わ り)。(そ の 直 後 に

       笑 い声 。 一 人 か 複 数 か不 明。)そ の後 にreekayレ ー カ イ(ryookay

       リョ0カ イ ～rookayロ ー カ イ～ieekayイ エ0カ イ)と い う句 が

       笑 い声 と と も に6回 繰 り返 さ れ る。

a-dの 組 み合 わせ
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No.22

 A.

 B.女 性

 C.子 守 歌

 D.2'30"

 E. 3曲 か ら な る 。

    5"①rrr oohuo… …

        ル ル ル オ ー フ オ

   ～

   42"        rrr

              ノレノレノレ

     休 止

   50"② rrrで は じま りoo'osaとoo'ohoを 交 互 に くり返 す。

    ～   ル ル ル    (オ ーオ サ)(オ ー オ ホ)

  1'39"

     休 止

  1'40"③Lrrr

        2.rrr     5連 か らな りrrrル ル ル の 舌 先 ふ る、え 音 の あ と

        3.rrr  』   に母 音 が続 く

    ～  4.rrr

        5.rrr

  2'30" 終 了

   (萱 野 ・田村 ・中川) 下 記 の 通 り

  ①

  01 rrro:ho:(～hu:)oho ro:o:

    ルル ロ ー ホ ー(～ フー)オ ホ ロー オ ー

  02 0ho:ro:(～ru:)oho ro:o:    馳             ・

    オ ホ ー ロ0(～ ル ー)オ ホ ロ ーオ0

  03 0ho:ro:(～ru:)oho ro:o:

    オ ホ ー ロ0(～ ル ー)オ ホ ロ ーオ0

  04 0ho:ro:(～ru:)oho ro: '                 ,

    オ ホ ー ロe(～ ル ー)オ ホ ロ0  ' 層  9 '
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       (少 し間)

    05 ho:ro:(～rrro:hu:)oho ro:o:

       ホ0 ロ0(～ ル ル ロ ー フ ー)オ ホ ロ ー オ ー

    06 0ho:ro:(～ru:)oho:

       オ ホ ー ロ ー(～ ル ー)オ ホ ー

   07 0ho:ro:(～ru:)oho:ro:(～ohoro:o)

       オ ホ ー ロ ー(～ ル ー)オ ホ ー ロ ー(～ オ ホ ロ ー オ)

   08 rrro o:(～hu:)oho:o:(～oho,o,o:)

       ル ル ロ ー オ ー(～ フ ー)オ ホ ー オ ー(オ ホ オ オ)

   09 0ho=o:(～ru:)oho ro:u:(～ohoro'o:)

       オ ホ ー オ ー(～ ル ー)オ ホ ロ0 ウ0(オ ホ ロ オ ー)

    10 0ho:ro:(～ru:)o

       オ ホ0ロ ー(ル ー)オ

   ②

   Ol u:(あ る い はrrr)ohau:na ohao:

       ウ ー オ ハ ウ ー ナ オ ハ オ ー

   02 0hau:na ohao(～ohau)

       オ ハ ウ0 ナ オ ハ オ(～ オ ハ ウ)

   03 0ha aha ohao(～ohau)

       オ ハ ァ ハ ォ ハ ォ(～ オ ハ ゥ)

   04 rrro:ohao(～ohau)

       ル ル ロ ー オ ハ オ(～ オ ハ ゥ)

   05 0ha

       オ ハ

   06 0ha ohau:ohao:(～ohau:)na

       オ ハ ォ ハ ウ ー オ ハ オ ー(～ オ ハ ウ0)ナ

   07 0haana(～ohau:na)ohao:na(～ohau:na)

       オ ハ ァ ナ(～ オ ハ ウ ー ナ)オ ハ オ ー ナ(～ オ ハ ウ ー ナ)

   08 0ha

      オ ハ

   09 rrro:ohau:na ohao:na(～ohau:na)

      ル ル ロ ー オ ハ ウ0 ナ オ ハ オ ー ナ(～ オ ハ ウ ー ナ)
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 10 0hau:na ohao:na(～ohau:na)

   オ ハ ウ ー ナ オ ハ オ ー ナ(～ オ ハ ウ ー ナ)

 11 rrro:ha ohau:na ohao:na(～ohau:na)

   ル ル ロ ー ハ オ ハ ウ ー ナ オ ハ オ ー ナ(～ オ ハ ウ ー ナ)

 12 0ha aha ohao:(～ohau:)             一

   オ ハ ァ ハ ォ ハ オ ー(～ オ ハ ゥ ー)

 13rrr

   ノレノレノレ

 ③1'41"～2'30"冒 頭 高 い音 で始 ま る が,回 転 数 を20%落 とす と,以 下 と同 じ

  メ ロデ ィ ーで あ る こ とが 分 か る。途 中 に4回 比 較 的 長 い ホ ロ 、レセが入 る が,そ

  れ 以 外 の 部 分 の 音声 は同定 不 可 能 で あ る。

  (谷本)樺 太 の ものだ ろ う。

No。23

 A.

 B.男 性

 C.英 雄 詞 曲(ハ ゥキ)か 即興 歌(シ ノ ホチ ャ)

 D.2'24"

 E,

   0"

  1'12"    or6pan… …an ko(h)(～oreparapan ko(h)orepan pahne)

      オ レパ ン  ア ン コ(ホ)オ レパ ラパ ン コ(ホ)オ レノぐン

      パ ハネ

      kamuy ki(3秒)an ko   ,

      カ ム イ キ   ア ン コ

  この 語 り と無 関係 と思 わ れ る,規 則 的 に物 を 打 つ 音 が録 音 され て い る。

   (萱野) ヤ ィサ マ の よ う に も聞 こえ る。

No.24

 A.樺 太
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 B.女 性

 C.即 興歌(ヤ ィカテカラ)

 D.2'30"

 E.

   0"  はじまりに喉ならしかとも思われる

   ～  若干の節のついたような音声がある。

   6"

   ～  休 止

   9"  ヤィカテカラの開始

               hunaフ ナ(～huwaフ ワ～inoイ ノ)

     ①         〃  (    〃    )

                 〃   (    〃    )

                 〃   (    〃    )

  1'19"                iinakora dokkoiso

               イーナコラ ドッコイショ

               この後,女 性の高い声に替わる。   ・

               hunaフ ナ (～huwaフ ワ～inoイ ノ)

                 〃   (    〃    )

                 〃  (    〃    )

     ②         〃  (    〃    )

                 〃   (    〃    )

                 〃   (    〃    )

              ～～  途中で切れる。

  2'36" 終 了

  全体13連 の中に

       isakure kaynu(イ サクレ カイヌ)

       isakure poytah(イ サクレ ポィタハ)

       isakure wenpe(イ サクレ ウェンペ)

  と思われる語句が聞こえる。

   (萱野)女 の声で。 ヤィサマのようにも。 「きたこらどっこいしょ」 という声

  が聞こえる。
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No.25

 A.樺 太

 B.男 性 一 人

 C.英 雄 詞 曲(ハ ウ キ)

 D.2'21"

 E.

   1 u:..,u:0。,u:...uu:

     ウ0  ウ ー一 ウ ー ウ ウ ー

   2 0ro pohke eraa

     オ ロ ポ ホ ケ エ ラ ー

   3 0ro pii toy tuhse e:

     オ ロ ピー トィ トゥ フセ エ ー

   0 ・・・…  … …  ・・・…

   5 kotapah cas

     コ タ パ ハ チ ャ シ

   6 isoyki kere e:

     イ ソ ィ キ ケ レ エ ー

   7 0ro ireska cas

     オ ロ イ レ シ カ チ ャ シ

   8 aro:kaske kara'ye:

     ア ロ ー カ シケ カ ラ イ ェ ー

   9 0yaiki… …  … …

     オ ヤ イ キ

   10 … …  … …  … …

   ll aparaye

     ア ノぐラ イ エ ー

   12 … …  … …

   13 ・。。・・…  。・・9

   14 aro kaske kara e:

     ア ロ カ シケ カ ラ エO

   l5 0so oske

     オ ソ オ シケ
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  16 paa pah koro

    ノマー  ノ¥ｰハ  コ ロ

  17 pirikare anrayke

    ピ リ カ レ ア ン ラ ィ ケ ー

  18 0siri cas(～pusu)e:ancaakire(～anrayre)c:

    オ シ リ チ ャ シ(～ プ ス) エ ー ア ン チ ャ ー キ レ(ア ン ラ ィ レ) エ0

  19 0sirii case e:

    オ シ リー チ ャ セ エ ー

  20 erasu ru

    エ ラ ス ー ル ー

  21 iko cahse e:c:

    イ コ チ ャ ハ セ エ ー エ ー

  22 uko res are uko rcs ukocahse

    ウ コ ー レ シ ァ レ ウ コ ー レ シ ウ コ チ ャ ハ セ ー

  23  ・・・・・・  ・・・・・・  ・・・・・・  ・・・…  ee

  24 … … … … … … 機 械 の 音

      (2'21"終 了)

   (萱 野) ひ ょ っ と した ら イ ヨ イ タ ク コ テ の 一 部 で は な い か 。 冒 頭 か ら0'8"の

  と こ ろ は 男 の 泣 き 声 の よ う で も あ る 。 「ネ ィ タ パ ク ク ノ0… コ ヤ ィ キ ラ レ ー … ア

  キ ロ ク コ ロ カ ー … ア シ トマ … 」 と い う言 葉 が 聞 き 取 れ る 。

   格 調 の あ る 声 。

No.26

 A.

 B.① 男 性 ② 女 性

 C.② は 巫 術(ト ゥ ス)ら しい 。

 D.2'33"

 E.

   3"

  1'20"① こ こ で い っ た ん ロ ウ 管 の 回 転 を 止 め た ら し い 。

     ② (6つ の 部 分 か ら な る 。a～u～oに 近 い 音 声 が 聞 こ え る。 吐 息 が 入 っ

       て い る。)

  2'33"
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   (萱 野) 男 の 声 で サ ケハ ゥの よ うに も。 後 半 は女 の声 で イ ヨハ ィオ チ シ。

   (田村) 前 半,1'20"ま で,男 の人 が 節 を つ け て うな って い る。 と こ ろ ど こ ろ

  サ ケハ ゥみ た い に聞 こえ る けれ ど も,何 だ かわ か らな い。 後 半 は女 性 の トゥス。

   (村崎)① は トゥスだ と思 う。

   (谷本) リズ ム か ら言 う と,ア イ ヌ よ り は ウイ ル タ,ま た は ニ ブ フ の巫 術 に近

  い の で はな い か 。

No.27

 A。

 B.男 性

 C.英 雄 詞 曲(ハ ゥキ)

 D.2'26"

 E.(行 は,息 の切 れ 目 で見 た 場合,43単 位 で,声 の下 降 を伴 うe:と い う音 の現 わ

  れ る部 分 に よ って 区 切 る と,9～13単 位 とな る。)

   (田村 ・中川) 下 記 の通 り。

   0"

   ～

  ① ????P

  ② ????

  ⑧ ??

  ④?…kamuy…

     … カ ム イ…

  ⑤yaykewnotoku cakerayke(～cakeracitke)

    ヤ ィケ ゥノ トクー チ ャケ ラ ィケ(～ チ ャケ ラチ ッケ)

  ⑥hetoesoyte supui ka nosku ankoetaspe
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    ヘ トエ ソ ィテ� ス プ イ カ ノ シク ー ア ンコエ タ シペ

  ⑦iki wa ta ku:(a)hetaenakk疳u cas(a)pakorecasi itese yare

    イ キ ワ タ ク ー ヘタ エ ナ クカ プ0 チ ャ シ バ コー レチ ャ シー イテ

    セ ヤ レー

  ⑧uaykapusu okerokkosu kosirepake

    ウ ア ィ カ プ ス オ ケ ロ ク コス ー コ シ レバ ケ ー

  ⑨casi moysamu sino moymoysamu ekirok kusu : tu kamuy samampe

    チ ャ シ モ イ サ ム シ ノ モ イ モ イ サ ム エ キ ロ ク ク ス ー ト ゥ カ ム イ

    noyna(～moyma)toPOCi:

    サ マ ム ペ ノ ィ ナ(～ モ ィ マ)ト ポ チ ー

  ⑩ecariwatte

    エ チ ャ リ ワ ッ テ

  ⑪pase iracau itapan kusu』nerok urara pe pase

    パ セ 『イ ラ チ ャ ヴ ー イ タ パ ン ク ス ネ ロ ク ウ ラ ラ ペ ーTパ セ ー

  ⑫apee sirokusu camuy camau kamuy re roske

    ア ペ ー シ ロ ク ス ー チ ャ ム ィ チ ャマ ウ ー カ ム ィ レ ロ シケ ー

  ⑬a…rera maw cisoyna kusu kamuy samampe

     … レ ラ マ ゥ チ ソ ィ ナ ク ス ー カ ム イ サ マ ム ペ

  2'26"終 了

   (萱 野) これ は イ ヨ イ タ ク コ テ の よ う な 気 が す る 。

   (萱 野 聞 き 取 り た だ し断 片 的 な も.の)

    エ カ シカ ラク ワ ー

    カ ム イ カ ラク ワー

    カ シ トモ イ タ ッ

    カ シ トモ イ タ ッ

    コ シラチ ッケ

    チ コエ トムテ ー

    ク コエ コ エタ シペ ー

    イ キ ワ タ シー

    イ ケ ス イ ア レー

    ウァ イ カ プ シ リー

    コ シ ラム ス イパ ー
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    コ シ レア ニ ー

    エカ シモ ンカ ー

    チ コモ イ モ イケ ー

    エ キ ロ ッ ヒネ ー

    カ ム イ サ マ ンペ ー

    モ イマ トポチ ー

    エ ワル ア ッテ ー

    パ テ ッネ コ ロカ ー

    カ ム イ カ ラ…

No.28

 A.樺 太

 B.女 性(二 人 か 三 人以 上)

 C.喉 鳴 ら し(レ ク フカ ラ)

 D.2'28"

 E.

   6" rekuhkara'ankihci(レ ク フカ ラを や ろ う)

      レク フカ ラ ア ンキ ヒチ

      何 を演 じるか 相 談 して い る。 演 じる前 の練 習 が録 音 され て い る。

      「や ろ うか」 とい うよ うな 音声 が 聞 こ え る。

      一 度 ろ う管 を とめ て い る。

   15" レ ク フカ ラが 始 ま る(二 人 か 三 人 以 上 の 女 性 の 声 と思 われ る)。

      ukaoウ カオ あ る い はupaoウ パ オ, roロhoホ, rrrル ル ル な ど

      の掛 け合 い。 ル ル ル は舌 先 を ふ るわ す 音 か,の どひ こをふ るわ す音 の ど

      ち らか。

  2'22" hemaka (終 わ り)

      ヘ マ カ
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No。29

 A。

 B.男 性

 C.英 雄 詞 曲

 D.2'33"

 E.44行 か らな る。

     1

     2

     3

     4

     5

     6

     7

     8

     9

    10

    11

    12

    13

    14

      ayaykoreSU

    15 ア ヤ ィ コレス

    16

    17

    18

    19

    20

    21

    22

  … koraci

23 … コ ラ チ

24

25

  annawkeresuhu

26 ア ン ナ ゥケ レス フ

27

28 26に 同 じ

  omare…

29 オ マ レ…

30

31 23に 同 じ

32

33

34 26に 同 じ

35

36 26に 同 じ

37

38

39

40

41

42

43

44

   (萱野) よく聞けば少 しはわかりそう。
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   (田村 ・中川)男 性 が 節 を つ け て語 って い る。1行5音 節 ぐ らいで 揃 え られ て

  い る。

   (田村) 北 海 道 の 英 雄 詞 曲 に よ くあ る リズ ム と似 て い るが,レ プ ニ は 聞 こえ な

  い。

No.30

 A.樺 太

 B.男 性

 C.英 雄 詞 曲(ハ ゥキ)

 D.1'20"

 E.(萱 野) トゥスの よ うに も英 雄 詞 曲 の よ うに も聞 こえ る。

   (浅 井 ・切 替 ・田村) 20"にkamuyカ ム イが 聞 き と れ る。1'14"以 降,

  hemakaヘ マ カ が三 回 聞 こえ る。

No.31

 A.1,2と も北 海道(D参 照)

 B. 1は 女 性,2は 男 性

 C.1は こ と ばあ そ び歌,2は 神 謡

 D.2部 か らな る。1は0'00"～0'50",2は0'52"～

 E.

  1

  010nne paskur ine              年 寄 ガ ラス は ど う した の

    オ ンネ パ シク ル イ ー ネ

  02tara tak wa isam            俵 を取 りに行 った の よ

    タ ラ タ ク ワ イ ー サ ム

  03ne 僘ra ine               そ の俵 は ど う した の

    ネ ー タ ラ イ ー ネ

  04sake akar wa isam            酒 に作 って しま った よ

    サケ ア カ ラ ワ イ ー サ ム

  05sake 潴an ruwe ine        ' 作 った酒 は ど う した の

    サケ ァ カ ン ル ゥェ ィ ー ネ

  06aku wa isam                み ん な で飲 ん で しま った よ

    ア ク ワ イー サ ム
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  07aku ruwe ine            . 飲 ん だ あ と は ど う した の

    ア ク ル ウ ェ イ ー ネ

  08aeosoma wa isam              うん ち に な って しま った よ

    ア エオ ソマ ワ イ サ ム

  09aeosoma ruwe ine              そ の うん ちは ど う したの

    アエ オ ソマ ル ウ ェ イ ネ

  10seta e wa isam             犬 が食 って しま6た よ

    セ タ エ ワ イ ーサ ム

  11ne seta ine               そ の犬 は ど う した の

    ネ ー セ タ イ ーネ

  12arayke wa isam     巳         そ れ は殺 して しま った よ

    ア ラ ィケ ワ イ ーサ ム

  13arayke ruwe inc            殺 した犬 は ど う した の

    ア ラィケ ル ウ ェ イ ー ネ

  14ara paskur e wa isam            カ ラス が食 って しま った よ

    ア ラ バ シク ル エ ワ イ ーサ ム     (araア ラは言 い誤 り)

  15ne paskur ine              そ の カ ラ ス は ど う した の

    ネ ー パ シク ル イ ー ネ ・        (以 下 は 節 の な い語 りにな                          
る)

  16paskur tQsto arayke wa         あ れ あす ごで カ ラスを 殺 し

    パ シク ル トシ ト ア ラ ィケ.ワ

  17ay ne akar wa             矢 に作 って

    ア イ ネ ァ カ ラ ワ

  18aenicotca aetoycotca wa         木 に射 込 み大 地 へ 射 込 み

    ア エ ニ チ ョ ッチ ャ ア エ トィ チ ョ ッチ ャ ワ

  19ayrapkina ne           、   矢 羽根 草 に な って

    ア ィ ラ プキ ナ ネ

  20hetuku ruwe an nek.          生 え て い るだ ろ うよ

    ヘ トウ ク ル ウェ ア ン ネ ク

  2

  01 no:o:u:uP

    ノ ー オ ー ウー ウ a
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   02no:o:u:(u)pirka sir         .よ き凪 ぎ

      ノー オ ー ウー(ウ)ピ リカ シ リ

   03no:o:u:(u)pirka noto        ・  よ き 日よ り

      ノー オ ー ウー(ウ)ピ リカ ノ ト

   04no:o:u:hekaci anakne          少 年 には

      ノ ーオ ー ウー ヘ カ チ ア ナ クネ

   05 no:o:u:inaw akore kor            イ ナ ウを や る と

      ノ ーオ0ウ ー イ ナ ゥ ア コ レ コ ロ

   06no:o:u:akoeikka pe          盗 まれ るの で

      ノ ーオ ー ウー ア コエ イ クカ ペ

   07no:o:u:notak(a)akore kor        刃 物 を や る と

      ノ ーオ ー ウー ノ タ ク(?)ア コ レ コ ロ

   08no:o:u:eenitawki wa           そ れ で 立木 を た た く

      ノ ーオ ー ウー エ エ ニタ ゥキ ワ

   09 noio:u:nepnewakusu           そ うな るた め に

      ノー オ ー ウー ネ プ ネ ワ クス

   10no:o:u:erawe ka kaspa   '      お前 の希 望 で

      ノー オ ー ウー エ ラウ ェ カ カ シバ

   ll no:o:u:upekakaspa(田 村 ・中川)不 明   そ のた め に

      ノ ー オ ー ウー ウペ カ カ シバ

   12no:o:u:tapan tewano           今,こ れ か ら

      ノ ー オ0ウ ー タパ ン テ ワ ノ

   13no:o:u:upet turasi          lliをた ど って

      ノー オ ー ウー ウ ペ ッ トゥラ シ

   14no:o:u:ea「Pa ayne            お前 が行 き

      ノー オ ー ウー エ ア ラバ ア イ ネ

   15no:o:u:tu pet ne pet an         llfが二 つ に な って い る

      ノ ーオ ー ウ0 トゥ ペ ッ ネ ペ ッ ア ン

   16no:o:u:pet utur uspe(～uturke)     川 の 間 に

      ノ ーオ ー ヴー ペ ッ ウ トゥル ウ シペ(～ ウ トゥ ルケ)

   17no:o:u:kamuy nupuri' ・    』 神 の山 が

      ノ ーオ ー ウー カ ム イ ヌ プ リ
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  18no:o:u:uan ruwe ne           そび え て い る

    ノー オ ー ウー ウ ア ン ル ウ ェ ネ

  19no:o:u:cupka wa(～ka)kus pe      東 を通 る川

    ノ ー オ ー ウー チ ュ プカ ワ(～ カ)ク シ ペ

  20 no:o:u:ure…                        ...

    ノ ー オ ー ウー  ウ レ…

   (萱 野) これ は オ キ クル ミ,へ ペ レ コイ タ ックの神 謡 。 オ キ クル ミが子 熊 を送

  ろ う とす るが,そ れ が人 間 を殺 した こ とが わ か った の で,イ ナ ウも何 も持 た せず

  に送 る こ とに した,そ の 時 の言葉 。

No.32

 A.樺 太

 B.

 C,tonkoriト ン コ リ

 D.2'28"

 E,

   3"  tonkori('an)kusu(女 性 の 声 ら しい)

       トンコ リ(ア ン)ク ス

   8"  演奏 開始

  1'18"  人 の声 ら しい ものが 聞 こえ る

  2'26"        〃

  2'28" 終 了

   (萱野 ・田村 ・中川) 冒頭,女 性 の 声 で何 か ひ とこ と。 最 後 の 部分 で も何 か聞

  こえ るが,聞 き取 り は不 可 能 。

No.33

 A.樺 太

 B.男 性

 C.英 雄 詞 曲(ハ ゥ キ)

 D.2'31"

 E.

   5"  hawki haw'ankii kusu(ハ ゥキの 謡 を や ります)

       ハ ゥキ ハ ゥ ア ン キー クス
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  2'26"  hemaka(終 り)

       ヘ マ カ

  2'31" 終 了

   (萱 野) 英雄 詞 曲 の よ う に も聞 こえ る。 ペ ナ コ リに いた樺 太 じい さん の 声 に 似

  て い る。

No.34

 A.

 B.忍 路 の和 人 の 漁 師 に よ れ ば,網 お こ し唄 で,「 ハ オ イ」(音 頭 取 り)に 多 くの 人

  が 合 わ せ る。

   (田村) 男 性 。 音 頭 取 り一 人 。 他三 名程 度。

 C.日 本 の網 お こ し歌

 D.2'36"

 E.唄 の 文 句 は 日本 語 ら しい 。

   (萱 野) ア イ ヌ の もの で は な い だ ろ う。 「ハ ウォ ィhawoy」(網 上 げ,魚 上 げ,

  海岸 の ニ シ ン場 か漁 場 で の 歌)。

No.35

 A.樺 太

 B.女 性

 C.即 興 歌(ヤ ィカ テ カ ラ)

 D.

 E.

     1

     2                 iino  イーノ (29")
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       3

      _∠L          iino イ ー ノ(..")

       5                 iino  イ ー ノ (1'00;')

       6           kora kora コ ラ コラ(1'll")

       7

       8                 iino  イ ーノ (1'31")

       9

      10          iino kora dokkoisotto イ ーノ コ ラ

                                            ドッ コイ シ ョ ッ ト

      11          iino イ ー ノ(2'07")

      12

      13

      14         ～ ～

      isaakure イ サ ー ク レ

      ana kara kaynu ア ナ カ ラ カ イ ヌ

   とい う音声 形 式 が 聞 こえ る。

    (萱 野)男 女 の 声 が い りま じ って の ヤ ィサ マ の よ うに も。

     (田 村 ・中 川) と ころ ど ころ二 人 でや って い るよ う聞 こえ る と ころ もあ る。

No.36

 A.

 B.

 C.男 性

 D.2'35"

 E.

   Ol i:yoya:cik(i:)owa:u:owa:(n:)

      イ ー ヨヤ ーチ ク(キ ー)オ ワ ー ウー オ ワ0(ン ー)

   02 seta iyoro(～iya.re)wa

      セタ イ ヨ ロ(～ イ ヤ レ)ワ

   03 re:k(～p)as ku:wo:(～hu:)su:

      レー カ シ(～ パ シ)ク ー ウ ォ ー(～ フー)ス0

   04ce:tu(～ku)ku:(～ru:)wa=・wa:u:・wa:(n:)

      チ ェー トゥ(ク ー)グ ー(ル ー)ワ ー オ ワ ー ウー オ ワ ー(ン ー)
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   05 unero tu:(～su:)kko:

      ウ ネ ロ  ト ゥ ー(ス ー) ッ コ ー

   06 une:wa ta:s(～ta:si:)ke:

      ウ ネ ー ワ タ ー シ(～ シ ー)ケ ー・

   07 tane ine(～sine～hine)toyro:

      タ ネ イ ネ(～ シ ネ ～ ヒ ネ)ト ィル ー

   08 ne(wa)ki:W禊I:uwo:u:owa:(n:)

      ネ ー(ワ)キ ー ワ シ ー ウ ウ ォ0ウ ー オ ワ ー(ン0)

   09 co:yya:k(～P)atto:

      チ ョ ー イ ヤ ー カ ッ トー(～ パ ッ トー)

   10 iki:nankoro:owa:u:owa:(n:)

      イ キ ー ナ ン コ ロ ー オ ワ ー ウ0 オ ワ ー(ン ー)

   ll CO:kay ne anpe:

      チ ョ ー カ イ ネ ァ ン ペ ー

   12 (h)atori:to:re:

      (ハ)ア ト リー トー レ ー

   13 ne:pak si:ri:

      ネ0パ ク シ ー リ ー

   14 ce:pet osuma:pis na:u'o:u:owa:(n:)

      チ ェ ー ペ ッ オ ス マ ー ピ シナ ー ウ オ ー ウ ー オ ワ ー(ン ー)

   15ye:tu ki:sma:

      イ ェ ー ト ゥ キ シ ー マ ー

   16 se:ta:pan:na:owau:owa(n:)

      セ ー タ ー パ ン ー ナ ー オ ワ ウ ー オ ワ(ン ー)

   17 co:kay ne an pe:

      チ ョー カ イ ネ ァ ン ペ ー

   m . esipisaunku:s

      エ シ ピ サ ウ ン ク0シ

   19apuos unka:(～s oas saunta:)

      ア プ ウ オ シ ウ ン カ ー(～ ソ ア シ サ ウ ンタ ー)

   20 cakehe:pe:re:(～re:ke:re:)

      チ ャ ケ ヘ ー ペ ー レ ー(レ ー ケ0レ ー)
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   21 hekearapotki:(～tekerapotki:)

      ヘ ケ ア ラ ポ ッ キ ー(～ テ ケ ラ ポ ッ キ ー)

   22 soywa(～ni)(s)a kka:

      ソ ィ ワ(～ 二)サ(～ ア)ッ カ0

   23 (e)soyne(～i)awa

      (エ) ソ イ ネ (～ イ)ア ワ

   24 pe:t tu:ra:

      ペ ー ッ  ト ゥ0ラ ー

   25e:maku:ruhu:

      エ ー マ ク ー ル フ ー

   26 asap(～k)anheta:pne

      サ バ(～ カ)ン ヘ タ ー プ ネ

   27 ne:yap(～k)ku:su:

      ネ ー ヤ プ(～ ク)ク ー ス ー

   28 i(～u)karapci:no:

      イ(～ ウ)カ ラ プチ ー ノ0

   29 ke:ray anku:(～ke:～ko:)

      ケ ー ラ ィ ア ン ク ー(～ ケ ー ～ コ ー)

   30 he:putu:tu:

      ヘ ー プ ト ゥ ー ト ゥー

   31 heptoyanna:

      ヘ プ トヤ ン ナ ー

   32 hepu:tupu:tu:

      ヘ プ ト ゥ ー プ ト ゥ ー

   33 herepasPP

      ヘ レノぐシ

   34 atoynesa:ru:

      ア トイ ネ サ ー ル ー

   35e:tus ma:

      エ ー ト ゥ シマ0

   36 boce pu:ta:owa:u:,u:owa:(n:)

      ボ チ ェ プ ー タ ー オ ワ ー ウ ー ウ ー オ ワ ー(ン ー)
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  37 ikeya:ya:ku:(r)u:
                          「

     イ ケ ヤ ー ヤ ー ク ー ル ー(～ ウ ー)

  38 ne:yay,awa owa:u:owa:(n:)

     ネ ー ヤ ィ ア ワ オ ワ ー ウ ー オ ワ ー(ン ー)

  39hemayay,anpe:

     ヘ マ ヤ ィ ア ン ペ ー

  40 eki:sirihi:

     エ キ ー シ リ ヒ ー

  41(h)o(r)ka si:ri:

     ホ(～ オ)(ロ)カ シ ー リー

  42 seta iyoro:,u:

     セ タ イ ヨ ロ ー ウ ー

  43 e:co pu:wa

     エ ー チ ョ プ ー ワ

No.37

 A.樺 太

 B.二 人 以 上 の男 性

 C.男 性 の踊 り歌(オ ホカ イヘ チ レな い しは イ コァ シ)

 D.2'26"

 E.

   5"  言 語 音 声 ら し き もの始 ま る。

  2'26"終 了

  全 部 で10種 類 ほ どの掛 け声 が 聞 こえ る。

No.38

 A.樺 太(?)
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 B.男 性

 C.神 謡(オ ィ ナ)

 D.2'24"

 E.

    8"  Ramante kiiあ る い はRamuante kii

        ラマ ンテ キ ー    ラム ア ンテ キ ー

        (「ラマ ンテ がす る。」 ラマ ンテRamanteあ る い は ラム ア ンテ

       Ramuanteは 人 名

   16"  リフ レイ ンはro:hawロ ーハ ウ かrao:ラ オ ー で,と れ を))で

       示 す 。(全 体 は16或 は18行 で あ る。)

     1
                )  )

     2
                )  )

    18                )  )

      … …aki tap an na (私 が しま した よ。)

         ア キ タパ ンナ

  2'24" 終 了

No.39

 A.樺 太

 B.男 性

 C.英 雄 詞 曲(ハ ゥ キ)

 D.2'34"

 E.

   0"  Sanpiska kotan hawki'ankii(～kusu)(サ ン ピシカ村 のハ ゥキ をや

       サ ン ビ シカ コタ ン ハ ゥキ ァ ンキ ー(～ クス)

       りま す)

   8"

     l o(u)orope e

      オ(ウ)オ ロペ  エ

     2 e(u)orope e

      エ(ウ)オ ロペ エ
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       3 Sanpiska kotan ohta

          サ ンビ シカ コタ ン オ ホタ

       4poro mahkoro

          ポ ロ マ ハ コロ

       5 irespa(～ireska)・ … ・・

          イ レ シバ(～ イ レ シカ)

       6 ankoro(～poro)ohkaypo

          ア ン コ ロ(～ ポ ロ)オ ホカ イポ

       7        a

       8 nahta paye e aye

          ナ ハタ パ イ ェ エ ア イ ェ

       9 iyosserekere

          イ ヨ スセ レケ レ

       10 yaynu an

          ヤ イヌ ア ン

  '   ll … …ireske(～ireska)

             イ レ シケ(～ イ レ シカ)               、

       12        a

       l3 iyohserekere… …reska                            ・・

          イ ヨ スセ レケ レ レ シカ

       14        a

       15 tanpaata

          タ ンパ ー タ

       16homaro

          ホ マ ロ

       17         a        '

       18 ayaykonoye(～noypa)

          ア ヤ ィ コノ イ ェ(～ ノ イパ)

       19  … …cahcanke… …

             チ ャ ハチ ャ ンケ

       20 (20～26ま で 不 明)

       27 kotan noka
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        コタ ン ノ カ

      28 kotan paata

        コ タ ン パ ー タ

      29(29～32ま で 不 明)

      32

    (演 じ終 った あ と,sanpiska kotanサ ン ピ シカ コタ ン と言 う音 声 が 聞 こえ る。)

    2'34" 終 了

     (田 村 ・中川) 冒頭,「 サ ン ピ シケ コタ ン ハ ゥ キア ンsampiske kotan haw-

    kian"」 と聞 こえ る。(「ク スkusu」 とは 聞 こえな い)。

     (萱野) サ ケハ ウの よ う に聞 こえ る。

  No.40

   A.

   B.男 性

   C.(浅 井 タケ) sake sinohcaサ ケ シノ ホチ ャ

   D.2'26"

   E.

    1'51"    tanpe(～sanpe)

         タ ンベ(～ サ ンベ)

    1'57"    renkayne

         レ ンカ イ ネ

    2'19"    ine ap kusu

         イ ネ ア プ クス

    2'26" 終 了

     (萱 野) ヤ ィ ク レカ ラバ(出 会 った時 の あ い さつ)で は?「 イヤ ィ ラ ィケ レ」

    と聞 こえ る。

     (田村 ・中 川)「0'55"でiyayraykircイ ヤ ィ ラィ キ レ」 と聞 こえ る。

  No.41

・  A .

   B.

   C.

   D.2'42"

   E.声 ら しき もの が録 音 さ れ て い る。 メ ロ デ ィ ーが あ る よ うだ が,は っき りつ か め
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  な い。

No.42

 A.

 B.

 C・(浅 井 タケ) sake kuu yuukaraサ ケ ク ー ユ ー カ ラ

 D.2'23"

 E.

  0'll"  声 が始 ま る。演 者 は男 性 一人,そ れ に合 いの手 の女 性 一 人 。 合 い の手

       は ボ ー 又 は ヘ ー(～ エ ー)の よ う に聞 こえ る。

   (萱 野)男 の声 で カ ム ィオ ロイタ クを して い て,女 の声 は ラ ィチ シカ ラを して

  い る。

   (田村 ・中川) 男 性0人,何 か節 をつ けて うな って い る。

   (谷本) 演者 は男 性 一 人 で,ま わ りの人 の声 が入 って い る。

No.43

 A.

 0.男 性 一 人 か 二 人

 C.英 雄 詞 曲

 D.2'26"

 E.

  42"    an kor sapo

       ア ン コ ロ サ ポ

  2'09"    anokay ne yakka

       ア ノカ イ ネ ヤ クカ

  2'15"    aye karakara

       ア イ ェ カ ラカ ラ

   (萱 野)No.42の 男 の声 が続 いて い る。 同 じ入 と思 わ れ る。

No.1 1

 A.樺 太

 B.女 性

 C.即 興 歌(ヤ ィカ テ カ ラ)
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 D.2'30"

 E.全 体 が16連 か らな り,1連 は3節 か らな る。

No.45

 A.

 B。 数 人

 C.即 興 歌(ヤ ィカ テ カ ラ)か 。

 D.2'30"

 E.

   2"  声 呑始 ま る。

   14〃 in。k・・ra t・・k・y(～t・kk・y)'

       イ ノ コー ラ ト0コ イ(～ トッコ イ)

   (萱野)男 の声 と女 の声 で 「い や こ らと っ こい しょ」。

No.46

 A.樺 太

 B.男 性

 C.伝 承 説 話(ウ チ ャ シク マ)

 D.2'28"

 E.

   2"  ucaskuma'an kusu (お話 を します)

       ウチ ャ シク マ ア ン ク ス

   8"(ユ) e:iyosserekere

       エ ー イ ヨ スセ レケ レ

   14"(2) e:

       工 一

   23"(3) c:iyosserekere

       エ ー イ ヨ スセ レケ レ

   29"(4) e:                                        ,

       工 一

   42"(5) e:aynu'●'「e

       工 一 ア イ ヌ … レ

  1'Ol" (6)  e:

       工 一
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  1'08"(7) e:renkayne iyosserekere ohkay

       エ ー レ ン カ イ ネ イ ヨ ス セ レ ケ レ オ ホカ イ t

  l'24"(8) e:tanpe renkayne iyosserekere

       エ ー タ ン ベ レ ンカ イ ネ … イ ヨ ス セ レ ケ レ ∵

  1'28"(g)e:kamuy

       エ0 カ ム イ

  1'33"(1⑪ e:kamuy ne…eyaykara

       エ ー カ ム イ ネ … エ ヤ ィ カ ラ

  1'42"(11) e:parunpe…parunpe a koro

       エ ー パ ル ンベ …パ ル ンベ ア コロ

  1'52"(12 e:iyosserekere an koro casi

       エ ー イ ヨ ス セ レケ レ ア ン コ ロ チ ャ シ

  1'57"⑬ e:paase kamuy…omoya

       エ ー パ ー セ カ ム イ … オ モ ヤ …

  2'07" (1の  e:

       工0

  2'17" (均  e:iyosserekere

       エ ー イ ヨ ス セ レケ レ

  2'28"⑯e:(中 絶)

       工 一

   (萱 野) カ ム イ ノ ミの よ うに も聞 こえ るが。

   (田村 ・中川)Ipoxni(人 名)の 語 りで あ る可 能 性 が あ る。

No.47

 A.

 B.男 性

 C.

 D.2'16"

 E.

   17"  声 が始 ま る。 網 上 げ歌 か? 掛 け声 に は,ヤ ー サ ー,ヤ ー コ1レ,ヤ ー

        コ リャ等 の種 類 が あ るよ うで あ る。

  2'Ol"  tani hemaka (こ れ で 終 り)(こ の 後 も しば ら く歌 が 続 く)

       タ ニ ヘマ カ
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  2'16" 終 了

   (萱 野 ・田村 ・中川) 29"前 後 か ら男性 の歌 が よ く聞 こえ始 め る。言 葉 は わか

  らな い。 き い た こ との な い メ ロデ ィ ー。

   (谷 本) 和 人 の 網 お こ し歌 の`き り声'の 変 奏 。

No.48

 A.

 B.男 性0人 。但 しhuwaフ ワ の前 後 で 語 り手 が違 う可 能 性 が あ る。

 C.

 D.2'13"

 E.

   59"    enispane

       エ ニ シバ ネ

  1'08"    iyossere

       イ ヨ スセ レ

  1'19"  huwa興 が の って調 子 が か わ る。

       フワ

  1'20"    iekar(a)kar(a)ankor(o)kotanu

       イ エ カ ラ カ ラ ア ン コロ コタ ヌ

  1'35"   sino nisPa ne nankonna

       シノ ニ シバ ネ ナ ンコ ンナ

  1'40"  huwa ankinanko

       フ ワ ア ン キナ ン コ

  1'57"   huwa

       フ ワ

  1'59"  調 子 が変 わ る。 (機械 の 回転 ム ラに よ るの か も しれ な い)。

       eyaykar(a)kar(a)

       エ ヤ ィカ ラカ ラ

   (田 村) 男 性 が 節 を つ け て機 嫌 よ さそ うに勢 いよ く歌 って い る。

No.49

 A.

 B.男 性
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 C.日 本 の謡

 D.2'll"

 E.

   3"  わ た くしは,ピ ウズ ス キ ー さん の ち くお ん きを か りま して,た だ い ま

   ～   に ほん の うた い を こ こにふ き こみ ます 。

   18"

   20"  月 宮殿 の

   38"  白衣 の た も と

   46"  月 宮殿 の

   51"  白衣 の た も との

   58"  い ろ いろ妙 な る

  1'04"  花 の 袖

  1'09"  秋 は時 雨 の

  1'14"  もみ じの葉 そ で

  1'21"  冬 は さえ ゆ く

  1'27"  雪 の た も とを

  1'32"  ひ るが え す衣 も

  1'38"  うす む らさ きの

  1'42"  雲 の 上人 の舞 楽 の

  1'51"  声 々 に

  1'56"  寛 裳 羽衣 の 曲 を なせ ば

  2'02"  山 河 草 木 国 土 ゆ(中 絶)

No.50

 A.

 B.女 性 か子 供

 C.ヨ ー ロ ッパ の子供 の 唄 ら しい。 ス ラヴ語 で は な か ろ うか 。

 D.2'21"

 E.

   7"～22"    語 り

   22"～33"頃   録 音 内容 な し

   33"頃 ～2'21"唄
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No.51

 A.

 B,

 C,

 D.

 E.再 生 され た 音声 は極 め て 不 明 瞭 で,子 供 か 若 い女 の声 が録 音 され て い る こ と以

  外 は不 明 。録 音 す る と き途 中 で何 度 も回 転 を 止 め た ら しい。

No.52

 A.

 B.男 性

 C.

 D.

 E・ 男 の踊 り歌(オ ホカ ヨ ヘ チ レ)ら しい。語 りの調 子 の部 分 も あ る。

   8"  音声 開始

   16"  語 りの調 子 が 聞 こえ は じめ る。

No.53

 A.

 B.女 性(?)

 C.

 D.2'45"

 E.

   7"① 音声 開始

   ～

  1'28"

   ～  音 声 休 止

  1'38"

   ～   音 声 か ど うか は っ き り しな い。

  1'45"

   ～ ② 音 声 が 聞 こえ は じめ る。① とは調 子 が違 う。

  2'45"

   (萱野) イ ヨハ ィオ チ シに も聞 こえ る。
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   (中川) メ ロデ ィ ー ら しき もの が 聞 こえ るが 男女 の別 も不 明 。

No.54

 A.

 B.

 C。

 D.2'40"

 E.(浅 井 ・切 替 ・谷 本 ・田 村) 日本 の 民 謡 ら しい。

   (中 川) 笛 の 音 が 聞 こ え る よ うな気 が す る。

   (萱 野) ヤ ィサ マ ネ ー ナ

No.55

 A.

 B。

 C.

 D.2'32"

 E.録 音 さ れ て い る こ とが,か す か にわ か る程度 で あ る。

No.56

 A.

 B.

 C.

 D.2'24"

 E.全 く雑 音 の み の状 態 。

No.57

 A.

 B.男 性

 C.日 本 の俗 曲 の類

 D.2'16"

 E.3",15",24",41",1'00",1'19",1'40",1'58",2'16"で,コ ラサ ー イ とい う

  掛 け声 が入 る。3"よ り歌 唱開 始 。

No.58

 A.
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 B.

 C.

 D.2'42"

 E・2分 前 後 ま で歌 ら しき もの。2'10"に 語 りが入 る。 ア イ ヌ語 の よ うで は あ る け

  れ ど も,言 葉 は聞 き取 れ な い。

No.59

 A.

 B.

 C.

 D.2'19"

 E.(浅 井 ・切 替 ・谷本 ・田村 ・萩 中) 1'25"の と ころで 前 後2つ に分 かれ る。 前

  半 は即 興 歌(ヤ ィプ ニ)か(萩 中)。 後 半 は ヤ ィカ テ カ ラで あ ろ う。

   (萱 野) ヤ ィサマ の 合 唱 に も聞 こえ る。

No.60

 A.

 B.男 性

 C.

 D.2'38"

 E.2'13"で 回転 む ら。

   (田村) メ ロデ ィー の つ い た音声 が あ るが何 だか わ か らな い。

No.61

 A.

 B.男 性

 C.

 D.2'42"

 E.息 の切 れ 目で25行 に分 か れ る。

   (萱 野) 英 雄 詞 曲。 「ア トゥイ ソー カ ー タ,オ ッカ ヨ ク ース,コ トム ロ ク

  クー スatuyso k� ta okkayo kusu kotom rok kusu」 と い う言 葉 が 聞 き取 れ る。

  金 成 まつ さん の語 り 口 た似 て い る。

No,62

 A.
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 B.男 性 と女 性

 C.オ ペ ラの ア リア

 D.2'45"

 E.男 性 が ポ ー ラ ン ド語 で 前 置 きの言 葉 を述 べ て,そ の 後女 の人 が ソ プ ラノ独 唱。

   (谷本) モ ー ツ ァル トの オ ペ ラ 「フ ィガ ロ の結婚 」 よ り,ケ ル ビー ノの ア リア。

  ポ ー ラ ン ド語 の前 置 き の言 葉:

   Wcsele Figara Mozarta, Aria Kerbina. Spiewa Panna Ewa Bandrowska.

   (北海 道 大 学 で学 ん で い る ポ ー ラ ン ドか らの留 学生 ロベ ル ト ・カ ー シャ氏 の言

   に よ る)

番 号 な し

 A.

 B.女 性

 C.神 謡(オ ィナ)

 D.2'12"

 E.

   0"

   4"    a  eta anu(エ タ ア ヌ)a

   7"  oyna'an kusu(オ ィナ ア ン ク ス) (オ ィ ナを や りま す)

   (以 下,リ フ レイ ンをA(ホ ー コ カ ウ ー ク)とB(シ リキ ナ ンコ)で 示 す 。)

                            A

   8"① トイ ェニ カ ラaホ シ ピク スaキ ワaホ ー コ カ ウー クa

          B

       シ リキ ナ ンコa

       (休 止)

     ② ア0ク ア ー ピー タa 一 オ レ ンa ア ー クア ー ピー タa

     ③  A   B

     ④             A   B

     ⑤

     ⑥  A   B

     ⑦    _   ___

     ⑧             A       B

     ⑨         1'26"
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1'33"  演 者 以 外 の人 物 の もの と思 わ れ る話 し声 。 以 下,リ フ レイ ンを … とす

 ～   る。

1'43"        C

     __.__  C  -___       (休 止)

           C

     (話 し声)

2'12"  ろ う管 終 了
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